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盛岡市立病院は平成 27年度より「第３次盛岡市立病院経営改善計画」 

を策定し今年は３年目を迎えました。職員一丸となり，医療・介護の面 

より地域の皆様にお役に立てる病院を目指すとともに病院経営の改善に 

つきましても一層の努力をしてゆきたいと考えております。 

 

 さて，今回お届けする地域医療連携だよりでは，（1）運動療法について（2）合併症を伴う患者さんの

紹介（3）In Body（体成分分析装置）導入に関する内容を掲載させていただきました。 

 いずれの内容も地域でご活躍の先生方，日頃からご支援いただいている介護施設等の皆様に当院がど

のようにお役にたてるか，どのように密接な連携を築いていけるかという目的で進めている取組でござ

います。対象となる患者さんや入所されている方の，当院へのご紹介の参考にしていただけると幸いに

存じます。 

 結びとなりますが，先生方をはじめ皆様方のご健勝とご発展をお祈り申し上げますとともに今後とも

変わらぬご支援のほどをお願い申し上げご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

盛岡市病院事業管理者 

兼盛岡市立病院長 

盛岡市立病院の基本理念 

「優しさといたわりのある病院」 

「信頼され優れた医療の病院」 

「開かれた地域医療のための病院」 

３つの基本理念を掲げ，医療水準を高め，患者中心の医療を 

展開し，地域の中核病院として，より機能するとともに健全 

な経営が行われる病院づくりを目指します。 
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厚生労働省の平成29年「国民健康・栄養調査」において、糖尿病が強く疑われる成人男女が2016年 

時点で推計約1000万人に上ったことがニュースで報じられています。岩手県の平成22年の脳血管疾患の 

年齢調整死亡率は、厚生労働省の人口動態統計によると都道府県別で男女ともワースト１位という状況に 

あります。 

日本では運動不足に陥りやすい環境が「生活習慣病」の若年化を引き起こす要因となっていますが、基本

対応として、食事・薬物療法は指導、加療が行われている一方、運動療法に関しては科学的知見も少なく、

取り組みが難しいというのが現状であります。平成 20年に日本糖尿病学会が日本医師会と共同で行った 

全国調査では、糖尿病専門医と一般内科医において初診の糖尿病患者さんに対して 90％以上行われる食事

指導に比較して、運動指導については 50％未満の実施率であると報告されました。 

また、「平成 27 年国民健康・栄養調査結果の概要」によると、高齢者に比較して働き盛りの世代（20～

64 歳）では運動習慣の割合が少ないことがわかりました。「仕事が忙しく運動する時間が無い、きっかけ

が無い、どうやって運動すればいいかわからない」などの意見が多く見受けられます。 

 

このような背景のもと、盛岡市立病院 糖尿病代謝内科では、働き盛りの世代を中心に（65歳未満を 

対象）、今後「生活習慣病」の改善を目的として運動療法に取り組みたいと考えております。 

当院では盛岡市立総合プール、盛岡タカヤアリーナが隣接しており、幸いにも運動療法に適した環境にあ

ります。アリーナは施設内でのウォーキング・ジョギングが可能である他、トレーニング機器を備えた運動

室が設置されており、若年から中高年層に人気があり、需要が大きい施設となっています。平成 28年より

日本糖尿病学会では、インスリン抵抗性を改善させる目的に、有酸素運動だけでなく、レジスタンス運動を

加えると有効であると推奨しており、両者の運動を提供出来るプールとアリーナでの運動は、生活習慣病の

改善効果が大いに期待されます。 

 

 当科では、上記を踏まえ、対象となる患者さんのメディカルチェックを行ったうえで、11月以降に運動

療法に取り組んでいく予定です。盛岡市立総合プール、盛岡タカヤアリーナと提携することとなっておりま

すが、患者さん自身が通いやすい近隣の施設でも運動療法に取り組んでいただけます。継続的な運動を習慣

化し、前向きな気持ちで生活習慣病を改善していきましょう。 

 

糖尿病代謝内科 ＜佐々木敦美 田中瑞絵 梶原 隆 歳弘真貴子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市立総合プール メインプール      盛岡タカヤアリーナ トレーニングルーム 
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～神経精神科からのお知らせ～ 

 

高齢化社会が叫ばれて久しくなっておりますが、同時に問題提起されているのが認知症患者の増加です。

認知症の最大の危険因子は加齢で、厚生労働省調査によると、65歳〜69歳での有病率は 1.5%ですが、以後

5 歳ごとに倍に増加し、85 歳では 27%に達します。現時点での我が国の 65 歳以上の高齢者における有病率

は 8〜10%と推定されています。 

 高齢化により、認知症の可能性が高まるばかりではなく、脳/ 心血管疾患、糖・代謝疾患、呼吸器/ 消化器

疾患、骨折なども同様であり、総合的な治療が求められます。しかしその一方で、身体疾患の治療、特に入

院治療において何らかの精神症状の出現により、身体疾患の治療が滞ってしまうことはよく経験されること

と思われます。 

 当院は全国的にも数少ない精神科病床を有する総合病院ですので、精神科病床のない総合病院や精神科 

単科病院で受け入れ困難な患者さんの診療により力を入れていく所存です。 

 急性期治療を要する身体疾患のない患者さんでも、認知症が疑われる方であればその精査や認知症周辺症

状の治療も行っております。また、これも近年問題提起されておりますが、多剤併用となった向精神薬によ

る有害事象が懸念される患者さんの薬剤の減薬・調整も行っております。 

 このような患者さんでお困りのことがありましたら、是非ご紹介いただければ幸いです。 

 

■ 神経精神科の診療内容・専門分野 

当科では，精神疾患について青年期から老年期まで幅広く診療しております。 

治療内容は外来・入院とも薬物療法を中心としていますが、作業療法による精神科リハビリテーション

も行っております。 

   入院病床は閉鎖病棟のみの 70床であり、身体疾患を合併している患者さんや認知症、気分障害（うつ病

や躁うつ病）、精神病性障害（統合失調症など）の患者さんの短期入院を中心に治療に当たっております。 

   また、精神疾患の治療上での必要性が生じた場合には、麻酔科との連携により修正型電気けいれん療法

を行っております。 

※平成 29年６月から臨床心理士によるカウンセリングが可能となりました。今後、カウンセリングが 

治療の中心となる外来患者さんの対応も行っていく予定です。 

 

神経精神科 ＜岩城 忍  橋本信一郎＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師 岩城忍         医師 橋本信一郎       臨床心理士 中村光 

 ֻ̿ ș̢Ǎ ǜȚǵǛ ˺ǲǫǋǭ 
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In  Bodyは、水分、タンパク質、ミネラル、脂肪といった４大体成分を分析し、筋肉と脂肪のバランスを調べること

が出来る装置で、年齢、性別、人種に関係なく測定でき、従来の装置では正確に測定できなかった子供やお年寄り、

スポーツ選手、肥満症患者のような方も正確で精密な測定が可能です。また、体成分や体型などの敏感な変化にも反

応するため、治療の効果や運動の成果も明確に把握することが出来ます。 

 当院では、患者さんの治療効果を高めるため、今年４月に立ち上げた消化器・栄養センターでの多職種連携による

栄養指導や糖尿病・代謝内科による運動療法を行うこととしておりますが、In Body を利用することにより、患者さん

一人一人にあった適切な指導をすることが出来ると考えております。 

 

★ In  Bodyで判る 11 の項目 

①【体成分分析】    体を構成する４大体成分の測定値が判ります。 

②【骨格筋・脂肪】   体重・骨格筋量・体脂肪量から体のバランスを把握することが出来ます。 

 ③【肥満評価】     BMI。体脂肪率・ウエスト・ヒップ比の３つの側面から肥満を推測します。 

 ④【筋肉バランス】   ５つの部位の筋肉の発達やバランスが判ります。 

 ⑤【ECW/TBW】      部位ごとのむくみ度合が判ります。 

 ⑥【体成分変化】     測定履歴を見ることが出来ます。 

 ⑦【研究項目】      栄養学情報を見ることが出来ます。 

 ⑧【体脂肪量バランス】 ５つの部位の体脂肪量とバランスが判ります。 

 ⑨【総合評価】     分析結果が６つの項目で評価されます。 

 ⑩【体重調整】     適正な体重や各調整量を見ることが出来ます。 

 ⑪【インピーダンス】  周波数・部位ごとのインピーダンス（抵抗）値を見ることが出来ます。 

 

  șᾚЊǞȅǞǦ 

当院では、体成分分析装置：Ｉｎ Ｂｏｄｙ（ｲﾝﾎﾞﾃﾞｨ）を導入いたしました。 

５分程度の測定で、11 項目にわたって詳細な分析結果が得られます。 
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In  Bodyの結果用紙 
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■ 泌尿器科からのお知らせ 

平成 29年９月より、完全予約制とさせていただいております。 

 

【治療内容】 

●当科では、尿路結石症と前立腺肥大症を中心に治療しております。その他の病気の患者さんについては 

診察と治療後、落ち着き次第、近隣開業医の先生に紹介させていただいておりますのでご了承ください。 

 

【ご紹介いただく場合】 

●各医療機関よりご紹介いただく患者さんについては、事前に当院地域医療連携室を通じて紹介患者 FAX 

申込書及び情報提供書をお願いいたします。確認後、受診可能日をご連絡させていただきます。 

 

●当科の受診を希望され直接来院した場合、当院スタッフから受診可能日を説明させていただき、「各科共 

通問診表」と「泌尿器チェックシート」にご記入いただき後日の受診予約が完了となります。当日の受診 

はできませんので、何卒ご了承ください。 

 

 

■ 神経精神科からのお知らせ 

断酒プログラムの継続が困難となったため、終了いたしました。 

ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

 

■ 患者さんをご紹介いただく医師の皆様へ ■ 

 

● ご紹介時には、別紙「紹介患者( 検査依頼)FAX申込書」をご利用ください。 

● 申込書受信後、折返し次の書類を FAX送信いたします。なお、受診日時、病状等を当院より電話で 

問い合わせさせていただく場合がございますのでご了承ください。 

・ 外来患者さんのご紹介 … 「ご紹介確認書」、「来院のご案内（紹介患者様用）」 

・ 入院患者さんのご紹介 … 「入院連絡書」 

● 申込書は、平日の 17時までに送信していただくようお願いいたします。 

● ご紹介いただきました患者さんの診療情報は、随時提供いたします。 

※ 時間外の救急、緊急入院が必要な患者さんのご紹介は、直接日当直医師にご連絡ください。 

【紹介患者（検査依頼）FAX申込書の送信先】 

盛岡市立病院 地域医療連携室    FAX 019- 631- 2102 

「紹介患者（検査依頼）FAX申込書」は当院 HPからダウンロードできます。 

【URL】http://www.morioka - city - hosp.jp/engaged/zyuzisya.html  
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